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９月定例会

畜産飼料高騰対策支援
4,200万円を含む補正を可決

●会期　９月11日～10月2日(22日間)

９月定例会議案採決（議案第６号。原案）

今回は
報告　　　　　２件
市長提出議案　17件
請願　　　　　２件

駅
前
顔
づ
く
り
施
設

修
正
動
議
を
提
出

　
発
議
者
＝
髙
橋
悦
郎
議
員
、
古
川
津

好
議
員
、
賛
成
者
＝
工
藤
直
道
議
員

　
（
仮
称
）
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

建
設
工
事
お
よ
び
（
仮
称
）
大
更
駅
前

顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
監
理
業
務

に
係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い

て
、
市
の
財
政
運
営
で
20
億
円
を
超
え

る
債
務
負
担
行
為
を
補
正
予
算
に
計

上
す
る
こ
と
は
異
例
で
あ
り
、
内
容
説

明
も
不
十
分
な
上
、
こ
の
事
業
の
最
大

の
目
的
で
あ
る
大
更
駅
周
辺
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
の
具
体
的
構
想
も
不
十
分

で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
図
書
館
の
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急

激
に
進
展
し
て
い
る
中
、
そ
の
対
応
策

が
不
十
分
で
大
更
駅
前
に
移
転
す
る

根
拠
も
明
確
で
な
い
。
事
業
を
進
め
る

に
当
た
り
、
市
の
財
政
負
担
が
極
め
て

大
き
い
こ
と
、
そ
れ
に
よ
る
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
産
業

振
興
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
当
該
工
事
お
よ
び
監
理
業

務
を
削
除
し
た
修
正
案
を
提
出
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
６
号
】　

令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）に
対
す
る
修
正
動
議

【
反
対
討
論
】　
工
藤　
多
弘　
議
員

　
ま
ず
初
め
に
、
子
育
て
支
援
の
た
め

の
施
設
整
備
を
兼
ね
た
大
更
駅
前
顔
づ

く
り
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
反
対
で

は
な
く
、
併
設
さ
れ
る
図
書
館
の
移
転

に
反
対
の
立
場
で
あ
る
。
各
地
の
図
書

館
で
は
、
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
ん
で
お
り
、
ハ
ー
ド
の
建
物
よ
り
、

そ
ち
ら
の
ソ
フ
ト
の
対
応
を
急
い
で
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

市
立
図
書
館
が
大
更
駅
前
に
移
転
し
て

も
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
結
び
付
く
と

は
限
ら
な
い
。
何
よ
り
、
こ
の
事
業
を

こ
の
ま
ま
進
め
る
と
建
設
工
事
費
、
設

計
管
理
費
、
備
品
購
入
費
の
合
計
が
約

２４
億
円
で
あ
る
。
今
後
、
物
価
高
で
工

事
費
が
増
額
し
た
場
合
は
、
市
の
財
政

負
担
が
も
っ
と
大
き
く
な
る
事
が
懸
念

さ
れ
、
こ
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
が
求

め
て
い
る
道
路
整
備
や
産
業
振
興
な
ど

へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、(

仮
称)

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施

設
建
設
工
事
お
よ
び(

仮
称)

大
更
駅
前

顔
づ
く
り
施
設
建
設
工
事
監
理
業
務
の

債
務
負
担
行
為
補
正
を
追
加
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
反
対
で
あ
る
。

討
論（
令
和
５
年
度
八
幡
平

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）原
案
に
つ
い
て
）

当
該
施
設
の
使
用
は

で
き
な
い
と
判
断

　
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

　
産
業
民
生
常
任
委
員
会
で
は
詳
細
な

調
査
が
必
要
と
判
断
し
、
現
地
視
察
を

行
っ
た
結
果
、
当
該
施
設
の
屋
根
に
は

無
数
の
穴
が
開
き
、
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
が

雪
に
圧
迫
さ
れ
破
損
し
て
い
る
危
険
な

箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
除
雪
も

ま
ま
な
ら
ず
、
冬
場
の
雪
害
が
深
刻
で

あ
る
。
ま
た
、
骨
組
み
の
鉄
骨
部
分
は

耐
用
性
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
修
繕
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
な
お
、
当
該
施
設
は
取
り
壊
し
対

象
施
設
で
あ
る
た
め
、
市
で
は
修
繕
を

行
わ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
隣
接
す

る
旧
安
代
老
人
憩
の
家
は
廃
虚
と
な
っ

て
お
り
、
付
帯
施
設
と
し
て
の
当
該
施

設
も
市
の
計
画
に
基
づ
き
早
急
な
解
体

処
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
当
該
施
設
を
そ
の
ま
ま
市
民
に
貸

し
出
し
を
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
あ

り
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
し
て
も
無
責
任
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
の
心

情
に
配
慮
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
施
設

の
使
用
は
で
き
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

【
請
願
第
２
号
】　

旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
使
用
を
求
め
る
請
願

【
賛
成
討
論
】　
齊
藤　
隆
雄　
議
員

　

旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
は
、
市
内
唯
一
の
冬
期
間
で

も
地
面
上
で
プ
レ
ー
で
き
る
貴
重
な
鉄

骨
構
造
の
施
設
で
あ
る
。
市
公
共
施
設

再
編
計
画
で
は
、
旧
安
代
老
人
憩
の
家

は
廃
止
、
併
設
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
は
廃
止
に
向
け
、
関
係
者
と
協
議
を

進
め
る
と
あ
る
。
確
か
に
老
人
憩
の
家

は
、
平
成
２７
年
に
条
例
廃
止
と
な
っ
た

が
、
こ
の
廃
止
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
廃

止
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
当
該
施
設
は
市
の
了
解
の
下
、
令

和
４
年
ま
で
利
用
し
て
お
り
、
市
も
廃

止
の
認
識
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
、

楽
し
み
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

請
願
は
利
用
者
か
ら
今
後
３
年
間
使

用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
切
実
な
声

と
旧
安
代
町
の
首
長
を
含
む
、
１
０

０
名
の
賛
同
署
名
も
添
付
さ
れ
て
い

る
。
市
民
か
ら
議
会
へ
の
請
願
で
あ

り
、
議
会
の
真
価
も
問
わ
れ
て
い
る
。

使
用
を
認
め
る
べ
き
と
判
断
し
、
賛

成
討
論
と
す
る
。

討
論
（
旧
安
代
老
人
憩
の

家
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
使
用
を
求
め
る
請
願
）

全
会
一
致
で
新
た
な

人
権
擁
護
委
員
決
定

　
八
幡
平
市
の
区
域
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
で
あ
る
遠
藤
友
子
氏
は
、
令
和 

５
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
新
た
に
松
浦
淳
二
氏
を
推

薦
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

３
億
１
８
７
９
万
円

増
額
の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
８
７

９
万
９
千
円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
１

億
８
５
５
２
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
西
根
総
合
支
所
移
転
先
改
修
工
事

　
４
８
０
０
万
円
（
増
額
）

▼
畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

　
４
２
０
０
万
円
（
増
額
）

　
債
務
負
担
行
為
補
正

▼
（
仮
称
）
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

　
建
設
工
事
（
６
年
度
～
７
年
度
）

　
19
億
９
８
０
０
万
円
（
追
加
）

【
議
案
第
６
号
】　

令
和
５
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

市
道
岩
屋
・
岩
木
線

改
良
の
請
願
を
採
択

　
現
在
の
市
道
岩
屋
・
岩
木
線
は
両
集

落
間
が
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
行
き
止

ま
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
接
続
道
路

の
設
置
を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
（
請
願
者
＝
市
浅
沢
地
域
振
興
協

議
会
会
長
齋
藤
政
四
郎
）。

　

県
の
安
比
川
河
川
改
修
事
業
に
よ

る
管
理
用
道
路
計
画
に
、
市
道
幅
を

プ
ラ
ス
し
て
維
持
管
理
が
十
分
行
え

る
よ
う
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
市
か
ら
も
本
計
画
が
早
期
着
工

さ
れ
る
よ
う
県
に
対
し
て
の
要
望
・

協
議
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
請

願
い
た
し
ま
す
。

【
請
願
第
３
号
】　

市
道
岩
屋
・
岩
木
線
改
良
設

置
に
関
す
る
請
願
書

教
育
長
の
人
事
案
件

全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
教
育
長
で
あ
る
星
俊

也
氏
は
、
令
和
５
年
11
月
14
日
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
再
び
同
人

を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
17
号
】　

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任

命
に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※債務負担行為とは、将来にわたる債務を負う契約を結ぶことです。

※修正動議とは、市が議会に提出した議案に対し、原案の内容の修正・変更を求めることです。



05 №73 04№73

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第６号

（修正案）

令和５年度八幡平市
一般会計補正予算

（第４号）
● ● ○ ● ● ○ ● ● 欠

席 ● ● ○ ○ ○ ● ● ー 修正案否決

議　案
第６号

（原案）

令和５年度八幡平市
一般会計補正予算

（第４号）
○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ 欠

席 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ー 原案可決

議　案
第11号

令和４年度八幡平市
一般会計歳入歳出決
算認定について

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ー 認　　定

請　願
第２号

旧安代老人憩の家　
屋内ゲートボール場
の使用を求める請願

● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ー 不  採  択

※賛成＝○、反対＝●　工藤隆一議長は採決に加わりません

令和５年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

【
賛
成
討
論
】　
田
村　
正
元　
議
員

　
賛
成
理
由
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算

額
２
１
５
億
４
千
万
円
、
歳
入
決
算
額

２
０
８
億
６
千
万
円
で
収
入
率
96
・

9
％
、
歳
出
決
算
額
は
、
２
０
２
億
２

千
万
円
、
執
行
率
93
・
9
％
、
財
政
状

況
は
各
財
政
指
数
の
数
値
か
ら
、
お
お

む
ね
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
各
事
業
と
も
第
2
次
八
幡
平
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
時

世
に
応
じ
た
修
正
を
加
え
適
切
に
執
行

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
歳
入
の
市
税

の
収
入
率
は
89
・
6
％
と
低
下
が
問
題

視
さ
れ
る
が
、
適
切
な
徴
収
計
画
を
示

し
て
お
り
、
改
善
す
る
こ
と
を
評
価
す

る
。
歳
出
は
、
各
事
業
と
も
本
決
算
特

別
委
員
会
で
、
内
容
に
つ
い
て
精
査
し

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
市
民
生
活
に
寄
与

で
き
る
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
大
更
駅
前
開
発
や
学
校

再
編
計
画
な
ど
、
今
後
の
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
る
事
業
が
あ
る
た
め
、
よ

り
一
層
、
施
策
の
精
査
を
適
切
に
行
い
、

市
の
均
衡
あ
る
発
展
に
努
め
る
こ
と
を

期
待
し
、
本
決
算
内
容
が
総
合
的
、
包

括
的
に
適
正
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

討
論
（
令
和
４
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
）

【
反
対
討
論
】　
髙
橋　
悦
郎　
議
員

　
反
対
の
主
な
理
由
は
、
大
更
駅
前
顔

づ
く
り
施
設
実
施
設
計
委
託
料
、
１
億

３
９
０
０
万
円
が
令
和
４
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
決
算
議

会
で
の
議
論
の
中
で
、
施
設
建
設
の
目

的
と
そ
の
効
果
が
明
確
に
示
さ
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
市
の
財
政
運
営
が

硬
直
化
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
施
設
建
設
で
は
、
国
の
補
助

金
や
交
付
金
が
該
当
し
な
い
と
の
説
明

で
あ
っ
た
。
主
な
財
源
は
、
基
金
と
元

利
償
還
時
の
地
方
交
付
税
算
入
率
３０
％

で
あ
る
市
の
負
担
が
大
き
い
起
債
を
使

う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
治
体

の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
に
、

経
常
収
支
比
率
が
あ
る
が
、
７０
％
か
ら

８０
％
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当

市
の
令
和
４
年
度
は
９７
・
６
％
で
自
由

に
使
え
る
一
般
財
源
は
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
状
況
の
中
で
「
大
更
駅

前
顔
づ
く
り
施
設
」
の
建
設
を
進
め
て

い
け
ば
、
市
民
生
活
に
必
要
な
予
算
配

分
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。
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